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はじめに 1

背景
卒論にて以下のような手法を提案したが，実際の行政において効果
検証を行うのはいくつかの観点から難しく，結果の妥当性を示すこ
とが難しいという課題が残った．

図 1: 卒論提案手法の概要
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はじめに 2

目的
卒論における提案手法の妥当性を補強するために，分析で用いた
データによって社会をモデル化し，未来における値の推移を予測す
る手法を提案する．手法には以下のものを用いる．

GMDH

RF
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手法 1

(GMDH)

y = w0+
∑
i

wixi+
∑
i

∑
j

wijxixj+· · · {x1, x2, · · · , xi, xj , · · · , xk}

(1)
（k = 2のとき）

y = w0 + w1x1 + w2x2 + w11x1
2 + (w12 + w21)x1x2 + a22x2

2 (2)

(RF)

y = w0 +

J∑
j=1

wj

K∏
k=1

x
wjk

k (3)

（K = 2のとき）

y = w0 + w1x
w11
1 xw12

2 + w2x
w21
1 xw22

2 (4)
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手法 2

図 2: 結果のイメージ
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実装 1

GMDHについて Pythonの GmdhPyというライブラリを用いて試し
に実装を行った．

Table 1: 用いたデータ
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実装 2

正しい値は
[−455,−185,−51,−5, 1, 15, 85, 259, 585, 1111]

図 3: 実行結果
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おわりに

今後やること
GMDH，RFの論文を読む
GMDHと RFを組み合わせた手法を定式化する
データベース内のデータを拡充する
卒研のデータを用いて数値実験を行い，有効性を検証する
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